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木造建築の解体工事費（構造別解体工事費の比較）7テーマ

7-1 はじめに

木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造の工事種別によって解体工事費における価格差が

がどの程度であるかを探るのが本章の目的である。

構造別に解体工事が実施された見積書から躯体およびその構造に関わる内外装の解体

費の比較を行う。資料とした見積書は（社）東京都解体協会理事である（株）小林商店

の協力により、民間で実施した解体工事物件（首都圏）の見積書の提供により行った。

社内における積算の方式、見積項目の整理の方法などが決められているため、物件ごと

の比較項目の統一性は高い。

しかし、建築用途や規模、物件固有の事情などは多様であり、サンプル数も限られて

いるため、工事費のバラつきは大きい。特に、工事総額に関しては、建築工事以外にも

外構等付帯工事などに関する工事量の占める割合や予算調整上の諸経費の金額などには

個別の現場対応（値引きなど）の判断も読み取れた。

そのためここでは、建築の構造躯体に関係する解体工事部分を抜き出して物件ごとの

比較を試みた。それにより躯体解体の工事費の想定単価、躯体解体工事費内でさらに躯

体（基礎より上部の構造部分）、基礎（物件によっては地階躯体も含む）、廃棄物処分等

の占める割合を仕分け項目ごとに拾い出し検討している。

7-2 木造解体工事（サンプル数：4）

木造建築の解体工事費の算出に当たっての 4件のサンプルは、一般住宅と同等の軸組

工法（図 1）である。中規模木造建築とは解体の方式が異なることは予想されるが、こ

こでは躯体解体工事に伴い、木造躯体に関わる躯体および内外装材の廃棄処理の関連、

基礎解体の解体工事費についてまとめた。

階数は総 2階建てであり、面積規模の大きさは延べ面積（㎡）当たりで見た場合に、

基礎解体に関わる部分の金額で差が出ているように見える。これは建築年代が古いほど

基礎の造り方が簡易であることなどの影響があるのではないか。単純な布基礎とベタ基

礎では同一平面であれば使用されるコンクリートと鉄筋量が異なるため、時代の新しい

ものの方が解体時（建設時も同様）の基礎の体積ボリュームは増える傾向になると考え

られる。
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図1　木造解体建物の外観
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図2　木造：躯体工事に関わる解体工事費（円/㎡）

図 3　木造：躯体工事に関わる解体工事費比率（％）

図4　木造：建築面積当たりの基礎解体工事費（円/㎡）
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7-3 鉄骨造解体工事（サンプル数：6）

　鉄骨造では規模、特に階数と地下階の有無によるサンプルのバラつきが大きい。特に、

地下階は鉄筋コンクリート造であり、基礎解体項目内での見積りとなっていることから

Ｓ -05 が基礎解体で金額が突出するのは必然の結果となっている。平均はサンプル全体

の平均と地階無しの 5物件の平均を示した。

　　　　

図6　鉄骨造解体建物の外観
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図 6　鉄骨造：躯体工事に関わる解体工事費（円/㎡）

図7　鉄骨造：躯体工事に関わる解体工事費比率（％）

図8　鉄骨造：建築面積当たりの基礎解体工事費（円/㎡）


